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三
月
二
日
か
ら
十
九
日
ま
で
の
会
期
で
行
わ
れ
た
、
奥
出
雲
町
平
成
二

十
一
年
第
一
回
定
例
議
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
岩
田
町
長
が
町
政
運
営
の

基
本
的
な
考
え
、
主
要
施
策
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
内
容
を
要
約
、
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
五
十
年
に
一
回
と
い
わ
れ
る
市
町
村
合
併
、
新
町
発
足
一
期
四
年
目
、

私
に
と
っ
て
の
最
後
の
議
会
定
例
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
旧
仁
多
町
長
と
し
て
六
期
、
奥
出
雲
町
長
と
し
て
一
期
、
議
員
の
皆

様
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
そ
の
職
責
を
全
う
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
に
対
し
、
ま
ず
も
っ
て
衷
心
よ
り
感
謝
と
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
二
十
一
年
度
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、
今
年
は
町

長
、
町
議
会
議
員
の
改
選
期
で
あ
り
、
経
常
分
、
継
続
事
業
と
既
に
計
画

を
約
束
し
た
事
業
費
の
計
上
に
と
ど
め
、
一
般
会
計
百
四
十
七
億
一
千
万

円
、
特
別
会
計
六
十
七
億
三
千
三
百
万
円
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　
健
康
と
福
祉
の
町
づ
く
り
、
学
校
教
育
と
社
会
教
育
の
推
進
、
行
財
政

運
営
に
つ
い
て
は
、
来
月
号
（
町
長
施
政
方
針
②
）
に
掲
載
し
ま
す
。

パ
ー
セ
ン
ト

パ
ー
セ
ン
ト

㈱

㈱

㈱

㈲

㈱

▲斐伊川水系水源の森づくりの様子

▲国営開発農地鳥上4団地に設置されたブドウ棚
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■
農
業
振
興
■

　
本
町
農
業
の
基
幹
作
物
で
あ
る

水
稲
に
つ
い
て
は
、
昨
年
山
形
県

で
開
催
さ
れ
た
「
第
十
回
全
国
米
・

食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
」
に

お
い
て
、
全
国
か
ら
過
去
最
多
と

な
る
二
六
〇
七
点
が
出
品
さ
れ
た

中
で
、
横
田
特
定
農
業
法
人
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
総
合
部
門
で
二
年
連

続
金
賞
、
高
尾
小
学
校
も
特
別
優

秀
賞
を
受
賞
し
、
仁
多
米
の
良
質

さ
が
引
き
続
き
高
く
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

　
本
年
度
は
「
第
五
回
仁
多
米
振

興
大
会
」
の
開
催
を
予
定
し
て
お

り
、
堆
肥
施
用
に
よ
る
減
化
学
肥

料
、
減
農
薬
栽
培
に
よ
る
安
全
・

安
心
で
お
い
し
い
米
づ
く
り
を
推

進
し
、
一
層
の
仁
多
米
ブ
ラ
ン
ド

の
確
立
、
「
売
れ
る
米
づ
く
り
」

を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
仁
多
米
ブ
ラ
ン
ド
の
中

核
施
設
で
あ
る
仁
多
堆
肥
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、
老
朽
化
し
て
い
る

マ
ニ
ア
ス
プ
レ
ッ
ダ
ー
を
更
新
し
、

安
定
し
た
堆
肥
の
製
造
散
布
体
制

の
整
備
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
三
月
末
に
は
約
四
億
五

千
五
百
万
円
を
か
け
て
建
設
を
進

め
て
い
た
「
も
ち
加
工
所
」
が
完

成
し
、
今
後
、
高
付
加
価
値
化
に

よ
る
も
ち
米
栽
培
農
家
の
所
得
向

上
と
、
も
ち
、
酒
米
の
実
績
配
分

枠
に
よ
る
水
稲
作
付
面
積
の
拡
大

を
図
り
ま
す
。

　｢

水
田
経
営
所
得
安
定
対
策｣

に

つ
い
て
は
、
平
成
二
十
年
度
に
お

い
て
市
町
村
特
認
に
よ
り
面
積
要

件
の
緩
和
が
図
ら
れ
、
引
き
続
き

集
落
営
農
組
織
の
育
成
、
特
定
農

業
団
体
へ
の
移
行
、
法
人
化
な
ど

組
織
化
の
推
進
、
認
定
農
業
者
の

育
成
な
ど
、
関
係
機
関
と
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
生
産
調
整
推
進
の
た
め

に
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
「
産
地
確

立
交
付
金
」
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
産
地
づ
く
り
対
策
や
担
い
手

育
成
対
策
と
し
て
活
用
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
制
度
発
足
か
ら
三
年
目
と
な
る

「
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対

策
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
一
億
二

千
万
円
の
交
付
額
を
予
定
し
て
お

り
、
地
域
の
特
色
あ
る
環
境
向
上

対
策
等
の
推
進
を
図
り
ま
す
。
　

　
ま
た
、
「
中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
事
業
」
は
、
三
億
二
千
四
百

万
円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
が
二
期
対
策
の
最
終
年

と
な
り
ま
す
が
、
中
山
間
地
域
の

農
地
保
全
や
多
面
的
機
能
の
維
持
、

条
件
不
利
地
域
の
所
得
保
障
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
今
後
も
制
度
の
継
続
及
び

充
実
に
つ
い
て
要
望
す
る
考
え
で

す
。

■
畜
産
振
興
■

　
景
気
の
低
迷
か
ら
枝
肉
、
子
牛

価
格
と
も
低
迷
が
続
く
中
で
、
飼

料
価
格
は
依
然
高
値
と
な
っ
て
お

り
、
畜
産
農
家
の
経
営
は
非
常
に

厳
し
い
状
況
で
、
和
牛
改
良
組
合

等
を
支
援
し
、
引
き
続
き
優
良
牛

の
生
産
対
策
事
業
を
実
施
、
優
れ

た
和
牛
生
産
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
島
根
和
牛
の
改
良
促
進

に
あ
た
っ
て
は
、
全
国
ト
ッ
プ
の

鹿
児
島
県
産
種
雄
牛
の
系
統
も
取

り
入
れ
、
仁
多
和
牛
の
改
良
に
向

け
支
援
を
行
い
ま
す
。

■
特
産
振
興
■

　
本
町
の
主
要
品
目
で
あ
る
ほ
う

れ
ん
草
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
大
根
、
ト

マ
ト
、
ア
ス
パ
ラ
、
メ
ロ
ン
等
を

中
心
に
生
産
振
興
を
図
る
と
と
も

に
、
消
費
者
の
安
全
志
向
に
対
応

し
た
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
の
育
成
を

積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
転
作
水
田
を
利
用
し
た

野
菜
生
産
に
つ
い
て
は
、
仁
多
特

産
市
、
横
田
だ
ん
だ
ん
市
場
な
ど

産
直
市
場
へ
積
極
的
に
出
荷
し
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、
農
業
所
得
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

■
国
営
開
発
農
地
の
活
用
■

　
平
成
二
十
年
度
は
、
地
元
建
設

業
一
社
及
び
島
根
ワ
イ
ナ
リ
ー
、

放
牧
酪
農
を
行
う
農
業
生
産
法
人

に
参
入
い
た
だ
き
、
年
度
末
に
は

農
外
参
入
企
業
で
二
十
九
ヘ
ク
タ

ー
ル
弱
、
農
業
生
産
法
人
を
含
め

る
と
、
約
四
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
活

用
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
年
度
か
ら
着
手
し
た

「
農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
支
援
交
付
金
」
を
活
用
し
た
土

地
改
良
事
業
を
行
う
と
と
も
に
、

平
成
二
十
年
度
国
に
お
い
て
創
設

し
て
頂
き
ま
し
た
、
荒
れ
た
農
地
、

耕
作
放
棄
地
の
再
生
整
備
補
助
金

を
活
用
し
な
が
ら
利
用
の
促
進
を

図
り
ま
す
。

■
林
業
振
興
■

　
町
行
分
収
造
林
事
業
と
公
社
造

林
事
業
を
推
進
す
る
と
共
に
、
「
斐

伊
川
水
系
水
源
の
森
づ
く
り
事
業
」

を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
全
国
森
林
環
境
税
創
設

促
進
連
盟
に
よ
り
要
望
さ
れ
、
二

十
年
度
二
次
補
正
予
算
、
二
十
一

年
度
予
算
に
計
上
さ
れ
た
切
り
捨

て
間
伐
の
個
人
負
担
三
十
�
に
つ

い
て
国
が
負
担
し
、
森
林
整
備
や

路
網
整
備
が
出
来
る
こ
と
と
な
り
、

今
後
伐
期
を
迎
え
る
町
有
林
・
町

行
分
収
造
林
地
も
関
係
者
の
同
意

を
得
な
が
ら
、
順
次
伐
採
・
再
造

林
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
雇
用

の
場
も
創
出
す
る
考
え
で
す
。

　
さ
ら
に
「
森
林
づ
く
り
交
付
金

事
業
」
に
よ
る
間
伐
作
業
道
と
林

業
機
械
整
備
を
図
り
、
間
伐
材
等

の
効
率
的
な
搬
出
と
利
用
促
進
に

努
め
る
と
共
に
、
松
く
い
虫
被
害

木
の
駆
除
を
目
的
に
し
た
保
全
松

林
健
全
化
育
成
事
業
を
実
施
し
ま

す
。

　
山
林
地
籍
調
査
に
つ
い
て
は
、

新
規
分
と
し
て
、
布
勢
地
区
布
勢

運
動
公
園
か
ら
佐
々
木
地
内
の
斐

伊
川
沿
い
、
大
呂
地
区
山
県
地
内

の
県
道
横
田
伯
南
線
沿
い
、
八
川

地
区
金
川
地
内
の
町
道
金
川
線
沿

い
、
大
谷
地
区
雨
川
地
内
の
町
道

川
西
雨
川
線
沿
い
の
そ
れ
ぞ
れ
一

部
山
林
、
合
計
七
百
十
三
ヘ
ク
タ

ー
ル
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
商
工
業
の
振
興
■

　
国
の
緊
急
経
済
対
策
で
あ
る
定

額
給
付
金
も
県
内
ト
ッ
プ
の
三
月

二
十
三
日
か
ら
支
給
を
開
始
し
、

ま
た
商
工
会
が
実
施
中
の
特
典
付

き
商
品
券
へ
の
二
十
　
補
助
を
は

じ
め
、
商
工
会
に
対
し
経
営
改
善

普
及
事
業
等
の
財
政
支
援
を
行
い
、

町
と
商
工
会
と
の
連
携
を
密
に
し

な
が
ら
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を

推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
街
地
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
を
図
る
た
め
、
飲
食
店
・
商

店
を
中
心
と
し
た
個
人
店
へ
の
改

修
・
改
造
費
用
の
一
部
を
助
成
す

る
と
と
も
に
、
各
種
商
工
業
事
業

資
金
の
融
資
枠
を
確
保
す
る
た
め

の
預
託
を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

■
観
光
の
振
興
■

　
鬼
の
舌
震
に
つ
い
て
は
、
山
林

取
得
、
吊
り
橋
遊
歩
道
の
辺
地
計

画
を
今
議
会
に
提
案
し
、
四
月
に

は
保
存
管
理
計
画
に
つ
い
て
、
国

の
審
議
会
で
検
討
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
玉
峰
山
荘
等
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
奥
出
雲
観
光
ツ
ア

ー
、
ト
ロ
ッ
コ
列
車
を
活
用
し
た

観
光
企
画
、
地
域
間
交
流
な
ど
に

よ
る
田
舎
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
今
年
生

誕
百
年
を
迎
え
る
松
本
清
張
パ
ネ

ル
展
や
「
砂
の
器
」
ロ
ケ
地
ツ
ア

ー
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ホ
ッ
ケ
ー
場
や
陸
上
競

技
場
を
活
用
し
た
合
宿
の
誘
致
な

ど
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

■
第
三
セ
ク
タ
ー
■

　
合
併
後
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
見

直
し
に
着
手
し
、
昨
年
�
舞
茸
奥

出
雲
に
つ
い
て
は
、
そ
の
資
産
を

買
取
る
な
ど
旧
サ
ン
マ
ッ
シ
ュ
の

負
債
を
整
理
し
、
　
奥
出
雲
椎
茸

に
事
業
を
引
き
継
ぎ
、
健
全
化
を

図
り
ま
し
た
。

　
一
昨
年
か
ら
研
究
開
発
を
進
め

て
い
ま
し
た
、
舞
茸
の
新
し
い
種

菌
も
開
発
さ
れ
、
今
年
一
月
か
ら

自
社
種
菌
で
生
産
を
始
め
、
販
売

高
も
増
嵩
し
赤
字
経
営
か
ら
利
益

を
計
上
す
る
企
業
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
�
ア
メ
ニ
テ
ィ
よ
こ
た

か
ら
経
営
を
受
け
継
い
だ
、
�
道

の
駅
お
ろ
ち
ル
ー
プ
は
、
補
助
金

に
依
存
し
な
い
経
営
体
制
に
向
け

努
力
し
て
い
ま
す
が
、
「
交
流
館

三
国
」
の
改
築
に
よ
り
、
今
春
オ

ー
プ
ン
す
る
鉄
の
彫
刻
美
術
館
や

�
ラ
イ
ブ
ス
ト
ッ
ク
の
観
光
牧
場

な
ど
の
集
客
力
に
よ
り
、
道
の
駅

や
三
国
は
健
全
経
営
が
出
来
る
も

の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
ヴ
ィ
ラ
船
通
山
に
つ
い
て
は
、

過
疎
債
に
よ
り
屋
根
の
雨
漏
り
等

の
改
修
工
事
を
実
施
し
、
さ
ら
な


